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キューピックダイヤモンド中の3He/ 4 He同位体比は( 5 ー 12) x10- 6 であり、 MORB に典型的に見られる値
(11-13x 1 0 -6) より全体的に低い。 Ne同位体比は2ONe/22Ne ， 21Ne/22N e とも大気より高く、互いに相関する o こ
の相関からマントル Ne として推定される端成分は、 MORB から推定される端成分に比べて吋、Je の過剰が大き
い。 21Ne はマントル中での (α ， n) 等の核反応によって作られるので、大きな吋~eの過剰は3He/ 4 He比が低いことと
合致する。 40Ar/話Ar 同位体比は30000-35000という非常に高い値が観測され、大気の混入の可能性があることを考え
るとダイヤモンドが本来持っている値は35000以上であると結論できる o これは最近 MORB で見つかった最高値と

















16個のキュービ y クダイヤモンドについて、 Heから Xeまでの全希ガスの元素存在度および同位体比を測定した。
これらの同位体データから、キューピックダイヤモンドの成因について議論、大陸下で過去に U 、 Kなどに富んだマ
ントルソースが生じ、最近になってこのマントルソースから流体包有物が生じたという 2 段階モデルでうまく説明で
きること、またそのモデルについての年代学的な制約を与えた。
本論文は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認められる。
